
ライフサイクルカーボンの算定手法の構築

・ 欧米を中心に、従来の建築物の使用段階に発生するCO2の削減だけではなく、その建設から解体に至る
までの建築物のライフサイクル全体を通じたCO2の削減に向けた議論が展開。

・ このため、産官学の連携により、ライフサイクルカーボンの評価手法を整備することを目的に「ゼロカー
ボンビル(LCCO2ネットゼロ）推進会議」を2022年12月に設置し、検討を開始。

ゼロカーボンビル（LCCO2ネットゼロ）推進会議
委員長：村上周三・一般財団法人住宅・建築SDGs推進センター理事長
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ライフサイクルカーボンの範囲
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